
合
ウ
ス
イ
ロ
ウ
シ
コ
ウ

一
式
に
載
せ
る
出
家
耐
散
を
、
お

L
2三
地
に
在
っ

た
と
す
る
訟
を
配
し
と
す
れ
ば
、
州
列
車
抱
も
亦
そ
の

附
近
と
併
す
べ
き
で
あ
る
。

グ
ウ
ケ
シ
ョ
ウ

郡
家
庄

江
川
山
仰
に
在
っ
た
。

和
名
抄
防
紙
山
家
郷
の
地
で
あ
る
。
建
武
三
年
九
月

の
糊
修
寺
文
部
に
、『
倒
修
寺
領
加
到
凶
山
家
班
、
右

府
将
沼
彼
越
泌
地
市町暇
以
来
守
家
一
闘
池
止
。
』
と
あ

り
、
牒
正
二
年
治
内
政
段
銭
井
同
役
引
引
に
、『
出
口

文
袋
町
御

m
m左
衛
門
山
問
問
修
寺
御
門
跡
釦
加
州
川

家
正
段
銭
。
』
組
元
日
記
に

『
文
明
十
四
年
四
泊
三
日

川
限
的
経
加
州
榔
一
生
庄
預
所
股

m一エ々
。
』
と
見
え
る

も
の
で
、
加
制
同
志
徴
に
こ
の
川
家
庄
は
、
後
に
江
沼

市
庄
村
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
い
う
て
ゐ
る
。

ば
叩
家
耐
駐
と

mせ
し
な
ら
ん
。
』
と
論
じ
て
居
る
。

河
北
山
鈴
比
に
も
出
家
制
祉
は
あ
る
が
、
是
は
式
加

恨
の
も
の
と
加
聞
係
が
な
い
。
明
治
四
年
の
枇
脱
出
卜
一

般
に
も
、
『
加
れ
凶
河
花
抑
鈴
見
、
郡
家
祉
式
外
。
』

と
あ
る
。

ヲ
ウ
シ
ョ
ウ
窪
田
…

結
前
の
人
。
鹿
長
二
年
同

附
足
市
川
悦
杭
寺
に
住
し
、
安
謎
坊
と
似
し
、
館
大

m初
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
白
山
富
の
疫
性
法
級
王
筑

間
の
附
式
訪
C
知
ら
れ
る
。
後
金
持
に
診
。
、
元
利
五

年
前
川
利
市
川
か
ら
寺
地
を
小
f
V
A

野
に
賜
う
て
之
に
特

じ
た
o
白
山
寺
の
銘
銘
は
同
年
六
且
空
間
山
が
利
常
の

命
を
恕
じ
て
刑
叫
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
寛
永
中
石
助
山

大
目
的
無
位
な
る
を
以
て
一
時
之
を
預
り
、
正
保
元

F
T
3
7
1
ヨ孟。

，n
フ
J
3
f
z

グ
ウ
ケ
ジ
ン
ジ
ヤ

郡
家
肺
結

延
町村
式
榊
名
帳

に
は
グ
ム
ケ
と
制
ん
で
ゐ
る
。
点
観
寸
八
年
七
月
官

一
日
正
六
位
L
L
か
ら
従
流
依
ド
に
陀
っ
た
も
の。

こ

の
榔
F

京
榊
枇
は
、
河
北
都
三
地
に
あ
る
山
-
十
-
枇
だ
と

す
る
設
が
あ
る
。
式
内
却
す
山
由
枇
杷
に
、
『
郎
家
訓
枇
。

式
内
一

一
此
。
小
仮
庄
一
ニ
池
村
銀
座
。
今
凸
民

m
z山

.4
d
或
一
苫
祭
制
加
到
凶
諸
之
辿
組
也
o』
と
い
ふ
も
の

是
で
あ
る
。
又
岡
山
吉
以
に
在
る
川
口
北
一
岬
枇
で
あ
る

と
す
る
説
も
あ
り
、
大
日
本
史
制
祇
芯
に
、『
川
家
訓

耐
。
今
在
昌
吉
田
町
飢
村
。
相桝=
山
正
-
4
H
夜
是
。
磁
一
苫
一一一

地
村
山
一
土
是
也
。
』
と
見
え
る
。
同
印
刷
臥
抑
は
三
他
訟

で
あ
っ
た
が
、
森
川
一午
次
の
袖
印
刷
臥
卿
新
加
れ
凶
出

家
考
例
制
の
文
巾
に
は
、『一-一
一地村
の
枇
は
、
今
一
一
村

の
箆
土
利
に
て
山
正
と
都
L
、
門川を

mM」
る
帯
日
出
削
れ

ば
駿
あ
り
と
い

へ
れ
ど
、
誌
だ
小
前
に
て

尉
地
狭

〈
、
式
枇
の
体
裁
な
し
。
是
よ
り
一
恩
詐
り
東
北
、

山
の
抽
出
な
る
古
口
駅
村
の

山
王
枇
を
榔
家
訓
枇
と
都

し
、
古
作
の
跡
品
聞
を
安
也
し
一
苫
々
。
式
の
出
家
制
批

は
此
地
に
て
、
古

へ
三
地
の
地
に
榔
府
あ

O
L闘

は
、
吉
原
の
地
法
ま
で
府
内
な
り
し
般
に
、
此
祉
を

h
y
ウ
ス
イ
ザ
ツ
ワ
空
翠
雑
話
二
答
。
空
間
郎
野

村
幽
平
の
私
。
安
政
五
年
春
竹
麹
舎
千
部
門
石
黒
千

1
4
〉
の
序
、
安
政
戊
午
山
問
調
廿
望
臼
制
剤
師
館
主
人
〈
狩
谷

金
作
〉
の
践
が
あ
る
。
凶
佳
子
を
以
て
設
が
凶
慢
の
魚

川臨
を
説
い
た
も
の
で
、
こ
の
純
の
出
は
山
附
波
・木

町
板
に
も
あ
る
が
、
加
到崎
山に
於
い
て
は
唯
一
の
も

の
で
あ
る

0
5深
安
政
-出
年
之
を
版
刻
し
、
次
い
で

前
川
狩
場
・
陵
町
e
父
子
に
上
っ
て
そ
の
円
以
似
を
得
た

が
、
邸
前
誌
の
忌
削
押
す
る
肪
と
な
0
、
岡
市
口
所
は
盟
六

年
四
月
四
日
そ
の
成
本
及
び
彼
木
を
M
U
牧
し
た
。
今

活
字
本
が
あ
る
。

ヲ
ウ
ス
イ
シ
シ
ョ
ウ
空
恕
詩

紗

二

加
。
川
町
村

凶
伊
唱
。
誤
判
が
後
牢
則
に
於
い
て
、
諸
同
の
約
勝

山町

M
そ
擦
り
、
文
人
出
士
と
交
っ
て
作
っ
た
跡
中
か

ら
、
古
信
二
十
首
・仰
詩
百
三
十
除
菌
・七
組
七
十
俄

首
を
選
ん
だ
も
の。

大
笹
山
崎
仰
・
一
両
様
建
の
序
、
榊

原
抑
制
曜
の
抜
を
撚
へ
て
、
文
久
二
年
に
刻
成
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。

空
翠
律
詩
書

七
答
。

ク
ウ
l

ク
力

空
翠
野
村
国
平
の
待
相
端
で
あ
る
。

空
索
後
そ
白
中
か

ら
合
心
の
官
の
若
干
を
扱
き
、
こ
れ
を
胃
司
祭
符
紗
と

凶
し
た
。

タ
ウ
ゼ
ン
ジ
空
善
寺

江
沼
柑
敷
地
に
在
っ
て
、

国
民
宗
束
振
に
臨
す
る
。

ヲ

エ

久

江

鹿
島
郡
久
江
保
に
凪
す
る
部
wmo

廻
凶
総
記
に、

『
〈
ゑ
の
や
ち
と
い
ふ
所
に
て
よ
め

り
。
心
か
ら
う
き
す
ま
ひ
に
も
馴
ぬ
ら
ん
八
千
た
び

何
を
く
ゑ
の
星
人
。
』
と
あ
り
、
大
永
六
年
十

n
一
宮

枇
務
取
年
賀
米
銭
納
帳
に
も
ま
た
久
江
の
名
が
見
え

る。
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ク
エ
ホ

久
江
保

鹿
島
却
に
あ
っ
た
。
承
久
三

年
設
地
の
能
官
岡
山
政
阿
録
に
、司
hm
江
保
、
七
町
三

段
成
、
建
保
五
年
続
柱
凶
定
』
と
見
え
る
。
佐
川
亦

久
江
保
が
あ
る
。

ヲ
エ
ホ
久
江
保

陀
ぬ
仰
に
邸
し
、
務
政
時
代

で
は
、
尼
崎
・小
竹
・
水
白
・久
江
の
四
1
N
t
v
u
台
ん
で

陪
た
。

る。

h
y
Z

ガ
ハ
久
江
川

鹿
島
郡
久
江
領
の
大
阪
谷
・

屋
敷
谷
・木
前
原
の
=
一
ゲ
肪
か
ら
流
出
し
、
下
位
制
・

金
丸
入
金
制
で
濁
川
と品目
し、

長
官
川
と
な
る
。
抗

也
六
粁
八
0

・
タ
エ
ノ
ジ
ス
ベ
リ
久
江
白
地
と

腿
口
湖
久
江

の
地
名
は
崩
段
の
窓
か
ら
起
っ
た
ら
し
い
。
最
-
丸
に

於
い
て
は
‘
久
江
山
朕
分
小
手
北
木
原
に
そ
の
活
動

を
見
、
明
治
三
十
二
年
十

一
且
か
ら
按
年
=
一
且
ま
で

毎
日
多
少
の
移
動
が
あ
っ
て
、
迭
に
全
慨
に
於
い
亡

=一

O
米
許
谷
の
下
方
に
抑
出
さ
れ
、
=
一
十
四
年

一
且

七
日
及
び
八
日
認
に
激
鐙
を
生
じ
亡
耕
作
し
得
ざ
る

に
主
り
、
三
十
七
年
三
且
官
四
日
に
も
山
林
旧
制
酬
の

崩
腿
陥
務
を
見
、
四
且
汁
八
日
地
相
聞
を
押
出
し
、
五

且
初
旬
に
京
っ
て
止
ん
だ
。

ヲ
エ
ハ
ラ
ヤ
マ
プ
ン
久
江
原
山
分

出
品
川
久

江
保
に
邸
す
る
郡
新
。

ヲ
エ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
久
延
比
古
紳
社

臨
Q
m

久
江
に
鎮
座
す
る
。
廷
喜
式
に
之
を
久
民
比
古
に
作

る
は
久
延
比
古
の
抽
出
で
あ
ら
う
と
古
事
記
僻
に
記
L

C
日
る
o
式
内
閣
す
一
出
世
紀
に
、『
久
延
比
古
訓
枇
o
式

内
一
底
。
久
江
保
久
江
村
地
内
鎚
山
鎚
銀
座
。
放
栴
=

組
大
明
跡
。』
と
あ
る
o
今
は
久
島
比
古
榊
祉
と
籾
す

h
y
Z
7

ツ

リ

久

江
祭

臨
品
市
久
江
の

A
S比

古
訓
枇
で
は
、
古
来
B

三
月
十
二
日

・
八
且
」l
二
日
を

祭
日
と
し
た
。
殊
に
春
季
の
祭
緑
町
日
に
は
、
益
子

等
例
年
間
取
で
定
め
た
来
蹴
陥
家
に
集
。
、
侍
戸
総

を
罰
し
て
そ
の
日
荷
主
、
鍛
併
と
引
色
の
附
子
を
却

し
、
又
大
縦
二
切
、
山
問視刊一本
、
務
二
切
.
出
梯
・

et'帥
電

車…大
一虫
し
鎚

し丸
形
の
お
こ
し
各
五
つ
、
的
部
一
筋
、

焼
一恩
師
同
二
切
、
叫
山
，
子
一
犯
、
蝋
鮒
二
挺
、
凡
ペ
て
十

三
闘
を
木
H
H

に
陥
っ
た
の
を
源
問
二
腕
知
作
。
、

V
A
笠
即
即
日

M
に
は

物
相
似
の
上
に
接
付
木
二
本
を
さ

し
、
七
加
を
誌
で
紡
ん
だ
を
束
凶
三
腕
先
制
制
し、

之

を
跡
前
に
仰
へ
る
。
さ
亡
耐
棋
の
絞
っ
た
後
、
制

開
問
御
供
共
に
村
方
束
凶
へ
一
腕
い
泌
を
似
ち
、
俄
は

訓
晩
の
取
分
と
し
亡
各
阪
市
口
を
問
削
減
す
る
例
で
あ
っ

た。
グ

オ

ン

愚
穏

J
リ
ュ
ウ
ス
イ
グ
オ
y

砲

際

m
回
総
。

h
y
ガ
h
F
シ
へ
エ

陸
田
四
兵
衛

W
H
永
十
一

日ヰ初

め
て
前
川
利
竹
山
に
仕
へ
、
十
四
年
三
百
討
を
加
し
、

元
融
元
年
間
問
。
子
孫
制
緩
い
で
慌
に
仕
へ
る
。

テ
カ
ハ
久
川

ゴ
鳳
奈
川
州
仁
陪
郷
に
臨
す

る
部
孫
。
郷
村
名
義
抄
に
は
、引
口
市
は
ご
つ
ご
う
村

と
い
う
た
が
、
文
字
は
知
れ
ぬ
と
あ
る
。

ヲ
ガ
ハ
ラ
シ
ン
h
F
ロ
ウ

陸
原
慨
太
郎

前
は
惟

版
。
後
に
迦
桝
恨
太
郎
を
以
て
名
と
し
た
。
之
悼
の
嫡

二
五
三


